
12

　

九
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
馬
車
道
校
舎
に
お
い
て
、
大
学
院
映
像
研
究
科
三

専
攻
に
よ
る「
オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー 2010

」が
開
催

さ
れ
た
。

　

横
浜
市
と
の
共
催
で
文
化
芸
術
創
造
都
市
づ
く
り
の

推
進
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
例

年
、
映
画
専
攻
単
独
で
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
よ

り
三
専
攻
そ
ろ
っ
て
の
初
の
上
映
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会
場
で
は
、
映
画
専
攻
及
び

メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
群
か
ら

の
セ
レ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

か
ら
は
第
一
期
生
修
了
作
品
お
よ
び
第
二
期
生
の
一
年

次
作
品
が
上
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
上
映
に
あ
わ
せ
、
映

像
研
究
科
教
員
と
修
了
生
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
た
。

◎
映
画
専
攻

　

八
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
、箱
根
の
強
羅
静
雲
荘（
文

部
科
学
省
共
済
組
合
宿
泊
所
）
に
て
、
韓
国
映
画
ア
カ

デ
ミ
ー（K

A
FA

）と
映
画
専
攻
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー・

コ
ー
ス
学
生
ら
に
よ
る「
日
韓
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー・ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
合
宿
形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

平
成
十
九
年
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
今
後
増
大
が
見
込
ま
れ
る
映
画
の
国
際
共
同
制
作

に
関
す
る
実
践
的
な
教
育
を
行
う
こ
と
、
日
本
映
画
の

2 1

1オープンシアター 2010
3専攻そろっての初の上映イベント

2日韓プロデューサー・ワークショップ
映画専攻

3 電通コンテンツ産業寄附講座
『ノルウェイの森』の世界観
メディア映像専攻

オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー 2010

Topics of 

Film and
New Media
2010 .08 -2011 .01

映
旬

日
韓
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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将
来
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
日
韓
共
同
制
作

の
人
脈
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
お

り
、日
本
と
韓
国
の
合
宿
地
で
交
互
に
開
催
し
て
い
る
。

四
回
目
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
集
中
講
義
、

日
韓
合
作
短
編
の
企
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
実
作
の

素
材
を
用
い
た
編
集
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
行
わ

れ
、
参
加
し
た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
見
識
と
交
流
を
よ

り
一
層
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

◎
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻

　

港
区
の
電
通
本
社
ビ
ル
内
電
通
ホ
ー
ル
に
て
十
一
月

二
十
九
日
、
電
通
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
寄
附
講
座「
『
ノ

ル
ウ
ェ
イ
の
森
』の
世
界
観
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
寄
附
講
座
は
、
五
年
前
か
ら
協
定
を
結
ん
だ
電

通
と
大
学
院
映
像
研
究
科
の
産
学
連
携
事
業
の
ひ
と
つ

で
、
電
通「D

esign

ト
ー
ク
」と
の
共
同
企
画
シ
リ
ー

ズ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
講
座
は
、
十
二
月
十
一
日
に
公
開
す
る『
ノ
ル

ウ
ェ
イ
の
森
』の
特
別
試
写
と
、
こ
の
映
画
の
監
督
で

あ
る
ト
ラ
ン
・
ア
ン
・
ユ
ン
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
、

桂
英
史
教
授
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

会
場
か
ら
の
質
問
も
交
え
て
、
監
督
本
人
か
ら
直
接
お

話
を
伺
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

八
月
七
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
広
島
県
広
島
市
の
ア

34

4 第13回広島国際アニメーション
フェスティバル
アニメーション専攻

5藝大アーツ イン 東京丸の内
「藝大アニメーション・音・ステージ」

アニメーション専攻

電
通
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
寄
附
講
座

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』の
世
界
観

第
十
三
回
広
島
国
際

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
第
十
三
回
広
島
国
際
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
第
一
期
生
の
修
了
作
品
十
一
本
と
第

二
期
生
が
一
年
次
に
制
作
し
た
作
品
十
一
本
が
出
品
さ

れ
、
う
ち
三
本
が
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
入
選
し
、
三

本
が
優
秀
作
品
と
し
て
上
映
さ
れ
た
。

　

会
場
内
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル・フ
ィ
ル
ム・マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
の
ブ
ー
ス
出
展

を
行
う
と
と
も
に
、
学
生
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
山
村
浩

二
教
授
に
よ
る
講
演「
学
校
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
学

ぶ
こ
と
と
は
―
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
教
育
機

関
」を
開
催
し
、
好
評
を
博
し
た
。

　

十
月
二
十
六
日
、
千
代
田
区
の
丸
ビ
ル
で
開
催
さ
れ

た
「
藝
大
ア
ー
ツ 

イ
ン 

東
京
丸
の
内
」
に
て
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
に
よ
る
「
藝
大
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

音
・
ス
テ
ー
ジ
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

舞
台
上
で
生
の
音
楽
や
セ
リ
フ
を
上
演
し
な
が
ら
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
と
い
う
、
ふ
だ
ん
と
は
異
な

る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
楽
し
み
方
を
実
現
し
た

こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、ウ
ィ
ン
ザ
ー・マ
ッ
ケ
イ
の
「
恐

竜
ガ
ー
テ
ィ
」
を
は
じ
め
、
当
専
攻
修
了
生
と
デ
ザ
イ

ン
専
攻
修
了
生
の
作
品
を
含
む
計
五
作
品
を
上
演
。
ピ

ア
ノ
や
打
楽
器
の
演
奏
の
ほ
か
、
尺
八
、三
味
線
や
長

唄
と
い
っ
た
邦
楽
の
演
奏
と
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
音
楽
の
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
観
客
を
魅
了
し
た
。

5藝
大
ア
ー
ツ 

イ
ン 

東
京
丸
の
内

「
藝
大
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
音
・

  

ス
テ
ー
ジ
」
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1GTS（藝大・台東・墨田）観光アートプロジェクト

「こよみのよぶね」

路上でのワークショップ 「隅田川Art Bridge展」

Topics of 

Fine Arts

2010 .08 -2011 .01

美
旬
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「Memorial Rebirth」

GTSのロゴ 「マケット・プランニング展」「東京スカイツリー®を描く絵画展」

　

本
学
と
台
東
区
、
墨
田
区
の
共
催
に
よ
る
地
域
連
携

事
業
「
Ｇ
Ｔ
Ｓ
観
光
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
十

月
か
ら
十
一
月
に
か
け
隅
田
川
を
挟
み
浅
草
の
東
本
願

寺
か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
を
結
ぶ
地
域
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
際
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ア
ー
ト
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
つ
の

事
業
を
軸
と
し
て
構
成
さ
れ
、
国
際
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
「
隅
田
川 A

rt Bridge2010

」
と
し
て
、

前
記
の
地
域
に
展
覧
会
場
を
点
在
さ
せ
、
本
学
の
専
攻

分
野
を
超
え
た
複
合
チ
ー
ム
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
参

加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
外
国
の
協
定
大
学
お
よ

び
関
連
芸
術
機
関
と
連
携
し
た
展
覧
会
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
内
容
で
実
施
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ア
ー
ト
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
す
る
環
境
ア
ー

ト
作
品
の
制
作
に
先
立
ち
、模
型
に
よ
る
「
マ
ケ
ッ
ト・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
区
民
か

ら
募
集
し
た
作
品
に
よ
る
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
描

く
絵
画
展
」
お
よ
び
東
本
願
寺
な
ど
を
会
場
と
し
て
四

つ
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

1Ｇ 

Ｔ
Ｓ（
藝
大
・
台
東
・
墨
田
）

観
光
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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十
一
月
三
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
文
化
会

館
に
お
い
て
、
世
界
遺
産
ガ
ッ
ラ
・
プ
ラ
チ
デ
ィ
ア
廟

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
現
状
調
査
と
修
復
事
業
の
研
究
成
果

を
展
覧
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
。

　

本
研
究
は
、
本
学
壁
画
研
究
室
と
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
建
築

文
化
財
景
観
局
・
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
モ
ザ
イ
ク
修
復
専
門
学

校
が
共
同
で
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
六
年

間
に
わ
た
り
主
に
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
を

受
け
て
行
っ
た
も
の
で
、
保
存
修
復
技
術
の
研
究
と
と

も
に
現
地
に
お
け
る
詳
細
な
調
査
の
結
果
、
多
く
の
新

し
い
発
見
が
あ
り
、
ロ
ー
マ
末
期
の
モ
ザ
イ
ク
研
究
に

お
い
て
貴
重
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

美
術
学
部
絵
画
棟
大
石
膏
室
のA

rt Space1

と

A
rt Space2

に
お
い
て
、
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一

月
十
七
日
ま
で
、「
東
京
藝
大
ト
ラ
ン
スW

EEK
S

」

が
開
催
さ
れ
た
。
本
展
は
、
現
代
ア
ー
ト
を
中
心
に
新

し
い
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
提
示
す
る
東
京
文
化
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
本
学

教
員
ら
で
組
織
さ
れ
た
選
考
委
員
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ

た
本
学
学
生
お
よ
び
卒
業
生
の
絵
画
、
立
体
、
映
像
や

石
膏
像
と
本
学
教
材
の
動
物
剥
製
な
ど
を
対
置
さ
せ
た

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

　

な
お
本
展
で
は
、
二
年
に
わ
た
る
絵
画
棟
耐
震
改
修

工
事
に
よ
っ
て
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
が
併
設
さ
れ
た
新

た
な
大
石
膏
室
の
お
披
露
目
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
。

3 2モ
ザ
イ
ク
の
真
実　

―
世
界
遺
産
ガ
ッ
ラ
・
プ
ラ
チ
デ
ィ
ア
廟

モ
ザ
イ
ク
の
保
存
と
修
復
―

東
京
藝
大
ト
ラ
ン
スW

EEK
S

2モザイクの真実 ―世界遺産ガッラ・プラチディア廟モザイクの保存と修復―
右：レプリカによるモザイクの公開制作　左上：シンポジウム　左下：亀裂の入ったモザイクのディテール修復前（左）と修復後



17

　

十
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
港
区
の
ク
レ

ア
ー
レ
青
山
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
展
示
場
に
お
い

て
、「
藝
大
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト2010

」
成
果
発

表
展
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
試
み
は
、
東
京
都
交
通
局
と
連
携
・
協
力
し
、

都
営
交
通
を
テ
ー
マ
に
修
士
課
程
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
一

年
生
約
三
十
名
が
、
専
門
領
域
を
横
断
し
た
五
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
地
下
鉄
、
バ
ス
、
路
面
電
車
、
新
交
通
シ

ス
テ
ム
な
ど
交
通
局
の
現
場
を
リ
サ
ー
チ
し
、「
提
案

型
の
問
題
解
決
」
を
行
う
と
い
う
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。
成
果
展
で
は
、〝
あ
っ
た
ら
い

い
な
〟
を
素
直
に
形
に
し
た
、
学
生
な
ら
で
は
の
柔
軟

か
つ
大
胆
な
発
想
の
数
々
が
展
示
さ
れ
た
。

4藝
大
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト2010

3東京藝大トランスWEEKS
大石膏室での展示風景

4藝大デザインプロジェクト2010
「藝大デザインプロジェクト2010」成果発表展チラシ

　

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
台
東
区
の
下
谷
神
社

に
て
彫
刻
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
時
空
の
街

−

笑
い

−

」

展
が
開
催
さ
れ
た
。
本
展
は
、
浅
草
の
街
を
中
心
に
四
年

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
共
通
す
る
キ
ー

ワ
ー
ド
は「
街
」と「
人
」。
街
に
暮
ら
す
人
間
表
現
の
な

か
に
彫
刻
の
本
質
を
求
め
、
本
学
彫
刻
科
と
地
域
と
の

連
携
を
通
し
て
新
し
い
彫
刻
の
探
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

今
回
は
会
場
を
寄
席
発
祥
の
地
で
あ
る
下
谷
神
社
と

し
、
お
題
目
は
〝
笑
い
〟。
七
人
の
若
手
落
語
家
と
二

人
の
落
語
会
を
代
表
す
る
人
物
を
彫
刻
科
学
生
が
取
材

し
、
そ
の
人
と
な
り
を
捉
え
た
彫
刻
を
制
作
し
展
示
し

た
。
会
期
中
に
は
、
展
覧
会
と
と
も
に
落
語
会
や
落
語

家
を
招
い
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開
催
さ
れ
た
。

5彫
刻
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
時
空
の
街
―
笑
い
―
」
展

5彫刻アートプロジェクト「時空の街 ―笑い―」展
上：春風亭一之輔師匠　下：下谷神社内の会場
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Topics of 

Music

2010 .08 -2011 .01

音
旬

藝
大
オ
ペ
ラ
第
五
十
六
回
定
期
公
演

「
イ
ル
・
カ
ン
ピ
エ
ッ
ロ
」
全
三
幕

千
住 A

rt P
ath 2010

　

十
一
月
六
日
と
七
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
千
住

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
ア
ー
ト
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ａ

Ｌ
Ｃ
）が
主
催
す
る「
第
四
回
藝
大
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｃ
で
は
年
間
を
通
じ
足
立
区
と
連
携
し
て
芸
術

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
秋
の
フ
ェ
ス
タ
は
そ
の
な
か

で
も
規
模
が
大
き
く
、
幅
広
い
世
代
の
方
に
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
関
さ
れ
た
。「
室
内
楽
コ

ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
」で
は
、
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
ほ
か
七
公
演
の
多
様
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。「
お
と

あ
そ
び
♪
親
子
音
楽
ル
ー
ム
」に
は
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
自
由
に
楽
器
に
触
れ
る
な
ど
思
い

思
い
に
音
楽
を
楽
し
ん
だ
。
邦
楽
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ「
親
子
で
体
験
！
和
楽
器
」で
は
、
参
加
者
が
箏
、

尺
八
、三
味
線
を
体
験
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専

攻
の
作
品
を
上
映
す
る「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

小
さ
な
映
画
館
」も
催
さ
れ
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に

芸
術
体
験
を
楽
し
ん
だ
。

　

十
二
月
十
八
日
と
十
九
日
、
音
楽
学
部
音
楽
環
境
創

造
科
・
大
学
院
音
楽
研
究
科
音
楽
文
化
学
専
攻
の
学
生

に
よ
る
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
千
住 A

rt Path 
2010

」
が
、
取
手
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
移
転
し
て
今
年
で

五
年
目
を
迎
え
た
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に

日
々
制
作
や
研
究
に
励
む
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
毎
年
二

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
る
発
表
会
で
あ
り
、
音

楽
環
境
創
造
科
が
取
手
キ
ャ
ン
パ
ス
に
展
開
し
て
い
た

当
時
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
も
の
。
音
楽
制
作
・
ア
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
録
音
／
音
響
・
舞
台
芸
術
・
文
化
研

究
と
多
岐
に
わ
た
る
専
門
を
も
つ
学
生
た
ち
が
、
ア
ー

ト
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
や
領
域
の
壁
を
越
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
作
や
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
で
あ
る

と
と
も
に
、
豪
華
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
や
サ
ラ
ウ
ン

ド
の
公
開
録
音
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

十
月
二
十
四
日
、
音
楽
学
部
第
一
、六
ホ
ー
ル
を
中

心
に
藝
大
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ー
ト「
障
が
い
を
超
え
て
～

み
ん
な
で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
障
が
い
者
も
健
常
者
も
分
け
隔
て
な

く
楽
し
め
る
ア
ー
ト
と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
藝
大
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
初

め
て
の
試
み
。
今
回
は
特
に
知
的
障
が
い
者
と
と
も
に

楽
し
む
ア
ー
ト
に
注
目
し
、
美
術
と
音
楽
の
学
生
た
ち

が
自
ら
企
画
を
考
え
、
教
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う

か
た
ち
で
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
特
別
支
援
学
校
の
生

徒
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た「
ア
ソ
ビ
ト（
遊
び
と
）ア
ー

ト
の
部
屋
」や
障
が
い
者
と
健
常
者
の
即
興
演
奏
が
行

わ
れ
、
従
来
の「
音
楽
」と
は
異
な
る
新
鮮
な
響
き
で

会
場
を
満
た
し
た「
み
ん
な
で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
」

な
ど
が
催
さ
れ
た
。

　

奏
楽
堂
に
お
い
て
十
月
九
日
と
十
日
の
二
日
間
、
藝

大
オ
ペ
ラ
第
五
十
六
回
定
期
公
演「
イ
ル
・
カ
ン
ピ

エ
ッ
ロ（
小
広
場
）」が
上
演
さ
れ
、
満
場
の
観
客
が
藝

大
オ
ペ
ラ
に
酔
い
し
れ
た
。

　

藝
大
オ
ペ
ラ
の
歴
史
は
古
く
、
一
九
五
六
年（
昭
和

三
十
一
）に
第
一
回
オ
ペ
ラ
公
演「
椿
姫
」が
上
演
さ
れ

て
以
来
、
今
日
ま
で
途
絶
え
る
こ
と
な
く
公
演
が
行
わ

れ
て
き
た
。
本
学
の
オ
ペ
ラ
公
演
は
、
総
合
的
に
オ
ペ

ラ
歌
手
と
し
て
の
研
さ
ん
を
積
ん
だ
修
士
課
程
の
学
生

お
よ
び
教
員
が
中
心
的
な
キ
ャ
ス
ト
を
務
め
、
藝
大

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
、
学
部
生
の
合
唱
を
伴
い
、
衣

装
、
舞
台
装
置
に
至
る
ま
で
本
格
的
な
舞
台
づ
く
り
の

成
果
を
遂
げ
て
お
り
、
各
方
面
か
ら
人
気
の
高
い
公
演

を
行
っ
て
い
る
。
本
邦
初
演
の
作
品
も
多
く
、
学
生
に

と
っ
て
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
回
の
藝
大
オ
ペ
ラ
は
、
二
〇
一
一
年
十
月
初
旬
に

「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」を
予
定
し
て
い
る
。

2

3

4

1

藝
大
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ー
ト

「
障
が
い
を
超
え
て
～
み
ん
な
で

楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
」

第
四
回
藝
大

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
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1藝大オペラ第56回定期公演
「イル・カンピエッロ」全3幕

東京藝術大学奏楽堂

2第 4回藝大ミュージックフェスタ
邦楽体験ワークショップ。千住キャンパス

3千住 Art Path 2010
サラウンド公開録音風景。千住キャンパス

4藝大スペシャルアート
「障がいを超えて～みんなで楽しむコンサート」

音楽学部第1、6ホール
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